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本
号
は
、
中
野
三
敏
氏
所
蔵
の
書
簡
の
内
、
平
野
五
岳
六
通
、

草
場
侃
川
三
通
、
他
五
通
の
計
十
四
通
を
掲
載
す
る
。
書
簡
は
軸

装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
便
宜

上
五
岳
の
書
簡
に
一
ー
六
、
侃
川
の
書
簡
に
七
ー
九
、
そ
の
他
の

書
簡
に
十
ー
十
四
の
番
号
を
付
し
た
。
五
岳
と
侃
川
の
伝
に
つ
い

て
は
こ
こ
で
一
括
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

乎
野
五
岳
は
僧
侶
・
詩
人
・
画
家
。
名
岳
、
字
五
岳
、
別
号
古

竹
園
・
竹
祁
方
外
史
な
ど
。
聞
恵
と
称
す
。
豊
後
日
田
の
人
。
渡

里
村
長
善
寺
の
前
房
正
念
寺
に
生
ま
れ
、
八
歳
の
時
に
竹
田
村
願

正
寺
の
前
房
専
念
寺
の
養
子
と
な
り
、
後
に
第
六
代
住
持
と
な
る
。

十
一

歳
の
時
、
咸
宜
園
に
入
門
。
十
五
歳
で
客
席
に
転
じ
、
そ
の

在
籍
期
間
は
短
い
が
、
詩
オ
は
師
広
瀬
淡
窓
に
も
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
画
業
は
三
十
歳
の
頃
か
ら
本
格
的
に
取
り
組

雅

俗

の

会

名

家

書

簡

披

展

み
、
日
田
県
知
事
松
方
正
義
を
通
じ
て
大
久
保
利
通
ら
明
治
政
府

の
中
心
人
物
達
に
紹
介
さ
れ
、
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー
ソ
万
国
博
覧

会
へ
の
出
品
、
同
九
年
の
明
治
天
皇
へ
の
画
の
献
上
な
ど
に
よ
り
、

全
国
的
な
名
声
を
得
る
。
詩
・

書

・
画
に
優
れ
た
「
三
絶
僧
」
と

称
さ
れ
る
。

文
化
六
年
三
月
二
十
六
日
生
、
明
治
二
十
六
年
三
月

三
日
没
、
八
十
五
歳
。

草
場
侃
川
は
佐
賀
藩
儒
．

漠
詩
人
。
名
韓
、
字
棟
芳
、
通
称
瑳

助
、
別
号
玉
女
山
樵
．
濯
櫻
堂
な
ど
。
初
め
颯
川
と
号
し
、
後
侃

川
と
改
め
る
。
肥
前
多
久
の
人
。
八
歳
で
東
原
痒
舎
に
入
学
、
十

八
歳
で
弘
道
館
に
入
学
し
て
古
賀
穀
堂
に
学
び
、
二
十
三
歳
で
江

戸
に
出
て
昌
平
緊
に
学
び、

穀
堂
の
父
精
里
に
入
門
す
る
。
多
久

侯
に
仕
え
る
と
共
に
、
佐
賀
本
藩
の
儒
官
と
な
り
、
弘
道
館
の
教

授
と
な
る
。
晩
年
は
幕
府
か
ら
昌
平
羮

へ
招
聘
が
あ
る
が
、
病
身

連

載

そ

の

五
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御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
記
』

関

澤

智

子

〔
付
記
〕
五
岳
及
び
そ
の
養
子
猶
山
に
つ
い
て
御
教
示
を
賜
っ
た
専
念
寺
、

（
昭
和
五
十
五
年
三
月
、
西
日
本
文
化
協
会
）
、
細
川
章
「
草

昭
和
六
十
一
・
六
十
三
年
）
、
三
好
不
二
雄
・
三
好
嘉
子
『
草
場
颯
川

場
侃
川
の
年
譜
と
著
作
に
つ
い
て
—
草
場
家
資
料
を
中
心
に
ー
」

（
『
西
南
地
域
史
研
究
』
一
号
、
昭
和
五
十
一
年
）

侃
川
の
日
記
に
関
し
て
御
教
示
を
賜
っ
た
多
久
市
郷
土
資
料
館
に
、
心
よ
り

四
年
）
、
渡
辺
瑞
子

「
平
野
五
岳
年
譜
」

（
『
デ
・
ア
ル
テ
』
ニ
・
四
号
、
平
成

を
以
て
辞
退
す
る
。

画
は
江
越
繍
浦
に
つ
き
、
南
頻
流
を
学
び
、

後
南
宋
風
に
転
ず
る
。
著
作
に
『
颯
川
詩
紗
』
四
巻
な
ど
が
あ
る
。

天
明
七
年
一
月
七
日
生
、
慶
応
三
年
十
月
二
十
九
日
没
、
八
十
一

歳。
※
参
考
文
献

専
念
寺

『
専
念
寺
所
蔵
五
岳
上
人
遺
墨
遺
品
集
』

一
歳
。

天
保
一
＿
一
年
七
月
十
五

H
生
、
明
治
三
十
七
年
二
月
―
-
＋
六
日
没
、
七
十

従
事
す
る
か
た
わ
ら
画
を
よ
く
し
た
。
兄
と
共
に
五
岳
に
親
灸
し
た
。

掛
屋
兼
用
達
の
丸
屋
の
当
主
の
座
を
兄
夕
田
か
ら
譲
り
受
け
、
家
業
に

註
1

千
原
華
揆
。
商
人
。
通
称
幸
右
衛
門
、
緯
鎮
信
。
豊
後
日
田
の
人
。

昨
日
ハ
御
貨
臨
被
下
候
得
共
、
何
二
も
無
之
、
甚
奉
恐
入
候
。
乍

併
、
緩
ミ
拝
昭
難
有
奉
存
候
。

一
、
先
日
差
上
候
内
、
悪
金
十
両
之
か
わ
り
差
上
申
候
。
御
入
手

可
被
下
候
。
此
内
二
も
油
断
不
成
候
。
御
吟
味
可
被
下
候
。
勿
ミ

頓
首十
一
月
八
日

花
翼
様梧
右
金
子
添

平
野
五
岳

五
岳
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ヽゎ
~
り
‘

r3
A
"し
“

止
1

1
は簡

＿
壮
1
参
照
。

日
田
豆
田
の
合
原
氏
か
。

2
 

祁
占
恭
奉
拝
見
候
。
扱
今
日
ノ
楊
豆
艇
二
て
御
催
之
由
、
小

f
ヘ

も
罷
出
候
様
被
仰
聞
、

f
ガ
難
打
奉
什
候
。
然
ル
誕
、
今
11
ニ
限

2
 

り
、
無
販
合
原
二
仏
事
有
之
、
何
分
拝
趨
出
来
兼
、
大
二
残
念
奉

存
候
。
昨

H
ハ
新
御
酒
御
恵
投
被
成
下
、
大
二
難
打
奉
存
候
。
イ

ツ
レ
何
ヤ
ラ
カ
ヤ
ラ
、
明
H
叫
日
御
礼
労
拝
趨
UJ
仕
候
。
今

n
ハ

誠
二
追
憾
也
。
頓
首

ト
月
廿
H

ー-
1
Hり
ノ
T
しー／ヽ

.a

I
 

勺
3ぬ酒

;

`
？
砂
↓・

＼
ゥ

i
グ
を
々

2
 

吃
五
虚
ゆ
文
グ
屈

i
:
h
l
E揺
勾
し
｛

ー
1

…
竺
＇
；
ャ
凶
翠

哀
り
~
；J裏
弘
喜

、N
c
叶；｛
心
刈
1

ヮ
＼

/
r
 

ィ
＇ー人

(165 x 568mm) 
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4
 
3
 

2
 

註
1 ー

花
渓
様拝
復

堤
氏
よ
り
参
候
統
地
井
二
扇
地
昏
、
髄

二
落
手
仕
候
。
近

n中
相

認
可
巾
候
。
今
日
ハ
合
原
よ
り
御
招
待
巾
上
候
由
、
承
り
申
候
。

小
f
も
御
相
伴
に
被
招
中
候
。
先
□

御
約
束
中
ヒ
候
得
共
、
風
雪

二
て
不
思
迎
約
仕
候
。
御
右
恕
可
被
下
候
。
頓
首

八

月

日百
簡
一
註
1
参
照
。

堤
静
斎
。
蘇
臣
。
東
京
知
新
学
舎
の
伯
官
。
名
正
勝
、
通
称
十
郎
、

字
威
卿
。
広
瀬
淡
窓
門
。
文
政
十
年
生
、
明
治
二
十
五
年
卜
[
月
卜
=

H
没
、
六
十
五
歳
。

＂
バ
簡
二
註

2

原
簡
破
れ
。

平
野
五
岳

照
。

五
岳

材
I
Aー
1
ー、
r

つー、

`
i
)
i
rし》

:ー
-

苓I
、
少
作
り
”
ー•)
-
j
i

、-バ§
ぷ
宝
2
I

り
が
況
ク
マ
亀
心

M
>
-

1
ゎ

―

ふ
炉
¢
符
る
”
、

t
r人
広
仕
了
り

'

与
へ
入ik
~
り

5

る
i
し
］
L

？
喜
t

:

＼

ぼ

み
t

(243 x 340mm) 
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奉
拝
見
、
憮
御
退
屈
格
察
人
候
。
御
光
来

III被
ド
候
。
枠
二
茶
ナ

リ
ト
モ
煎
サ
セ

nr中
候
。
拙
占
贔
ハ
御
見
物

ニ
ハ
ナ
リ
不
中
候
。

私
ハ
失
敬
ナ
カ
ラ

ニ
階
ニ
テ
相
認

rir中
候
。
今

11
ハ
落
款
ナ
ト
直

ミ
仕
候
。
御
党
被
F

候
而
も
御
慰
ニ
ハ
相
成
不
中
候
。

能
茶
ヲ
前
~

III巾
候
間
、
何
卒
御
光
臨

nI被
ド
候
。
頓
肖

卜
六
日

橘
智
隆
様拝
復

ull

五
岳
の
り
i
ナ
粘
山
。
1
岳
の
汲
弟
無
染
の
第
一
if
で
、
文
久
．． 

年
に

卜
六
淑
で
五
岳
の
投
子
と
な
る
。
後
専
念
寺
第
し
代
住
持
と
な
る
。
弘

化
四
年
生
、
明
治
一二
十
四
年

一
月
一
し
'
-ii
H
没
、
丘
卜
五
歳
。

四

平

野

五

岳

丘
岳

(161 x 275mm) 
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ー

巴
衣
気定、
1111

(148 x 225mm) 

四
年
頃
遊
印
に
、
以
後
は
状
印
と
し
て
晩
年
ま
で
多
用
さ
れ
て
い
る
。

股
図
録
』

註
l

朱
文
方
印

（
五
岳
）
。
縦

•

J
ハ
釈
、
横

｀

．

五
栢゚

（
平
成
四
年
卜
月
）
の
，
印
謂
」
に
よ
れ
ば
、
本
印
は
安
政

『
平
野
五
岳

九
月

伊
束
令
助
様

H
 

ー

五
岳
（
印

為
拙
仕
"[山
水
一↓
枚
憫
惰
、
金
万
千
疋
御
恵
投
、
難
打
拝
受
仕
候
。

頓
首

五
平
野
五
岳

_,_ 
ノ‘

lfl 

ー

品
皿
五
と
同
じ
下
跡

・
料
紙
よ
り
五
岳
と
判
断
。

ト

一
月
九

n

不
存
寮
見
市
之
海
老
御
臥
投
千
萬
難
有
奉
頂
戴
候
。
抜
小
子
も
近

日
少
々
氣
分
悪
ク
何
二
も
認
不
巾
候
。
東
京
行
之
拙
仕
i
f
r
t
J

も
此
度

之
便
ニ
ハ

間

二
合
問
敷
存

IIl候
゜

一
、
箱
内
ハ
裏

二
観
ル
ノ
字
ハ
庫
It
ぃ
粛

二
限
ル
様
二
存
巾
候
。
日

本
人
ノ
h
2
霊
ニ
ハ
題
策
位
ニ
テ
可
印
奉

ff候
。
且
又
狩
野
様
rt,．ハ

小
チ

一
向
存
不
中
候
。
存
セ
ヌ
コ
ト
ハ
誰
モ
知
テ
居
候
間
、
却
テ

キ
ス
ニ
ナ
リ
可
巾
候
。
頓
首

[
平
野
五
岳
]
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(149 x 357mm) 

2
 

•

四
・

し

・
ト

・
ト
・

一
」の
小
の
月
、
左
は

「
．
．
．
 五
•
六
・
八
・

九． 
,-
」
の
大
の
月
を
隠
し
刷
に
す
る
。

似
川
の
安
政

二
打
の

H
心

『
9
E
点
留
影
』
（
以
下

卜
丘

LI
の
引
に

ー
発
答
H
田
千
原
八
郎
兵
衛
11ロ
禎
、
桂
輻
画
糾
等
付
」

と
あ
る
の
と
関
係
あ
る
か
。

u t 

H
品
』）

八
月

色
刷
に
す
る
。
絵
は
大
小
胚
に
な

っ
て
お
り
、
右
の
人
物
は

，
f

（封
筒
）

時
候
寒
冷
二
移
候
絋
、
愈
御
栄
辿
被
成
御
典
居
奉
珍
賀
候
。
御
学

康
之
認
物
、
先
般
境
性
迄
差
出
骰
、
定
而
無
疎
御
接
□

OJは
ん
と

料
直
仕
候
。
其
折
甚
不
承
二
而
相
振
候
蕪
柏
ふ
つ
A
か
之
至
二
付
、

少
之
取
紐
別
紙
此
節
幸
便
二
相
托
申
鱗
。
原
紙
ハ
速
二
御
投
火
IIJ

被
下
候
。
御
掛
輻
等
無
別
条
御
入
手
被
ド
候
哉
、
御

4
労
位
略
足

の
み
、
御
究
恕
riJ
被
下
候
。
頓
首

菊
秋
ド
浣

千
原
太
郎
兵
衛
様

表
に
は
安
政

七

草

場

侃

川

乙
卯
と
い
う

ffけ
と
二
人
の
人
物
を
朱

．
＂立
・
緑
の

位
場
磋
助

198 
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身
北
希
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折
繁

ヽ

5

t

 

・'
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ノ
ト
五
歳
。

ト
日
生
、
明
治
ニ
ト
し
年

の
人
。
広
瀬
淡
窓
門
。
掛
屋
兼
用
逹
の
丸
歴
当
じ
の
長
男
と
し
て
生
ま

6
 
5
 
4
 
3
 
原
簡
破
れ
。

『
日
記
』
九
月
一

写
封
」
と
あ
る
。

註
4
よ
り
安
政
二
年
。

千
原
太
郎
兵
衛

へ
改
逍
ス
尺
頑

千
原
夕
田
。
商
人
。
太
郎
兵
衛
は
通
称
で
後
に
藤
右
衛
門
と
改
む
。

名
誡
、
字
明
卿
、
謂
鎖
誠
、
別
号
放
浪
子

・
自
適
斎
な
ど
。
豊
後
H
田

れ
る
が
、
元
治
元
年
頃
家
業
を
弟
梧
採
に
演
り
隠
居
す
る
。
泣
両
を
よ

く
し
た
。

ベ
保
元
年
二
月

月
五

H
没
、

_-
n
の
項
に

9

ふ
る
t

↓代

(173 x 352mm) 
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2
 

壮

1

!

1

1

 

ふ
み
ず

t
L介
f
五
月
戊

今
朝
ハ
別
而
草
,
,
,
0

拙
占
甚
之
数
も
不
足
之
侭
二
而
御
断
二
及
、

其
後
老
先
生
へ
之
返
礼
漸
相
認
候
故
、
御
他
通
被
下
度
御
頼
仕
候
。

昼
比
迄
御
滞
候
否
、
此
者
二
而
御
し
ら
せ
可
被
下
候
。
不
乙
頓
首

ト
月
丘

n
未
詳
。
打
簡
七
の
千
原
太
郎
兵
衛
の
舷
者
か
。
『
日
心
』
八
月
丘
日

の
項
に

ご

、
千
原
孝
次
よ
り
詩
画
粕
来
、
潤
下
丘
百
疋
」
と
あ
る
の

と
関
係
あ
る
か
。

安
政
二
年
か
。

ー

千
原
孝
太
郎
様別
封
株

八

草

場

侃

川

草
場
磋
助

ナ

ー

ー

'i
与
ら

;
？
＼
ヤ
み
’
了
、
，
喜

内
ら
俊
l

り
入
ザ
ぐ
ふ

、喜
＇ー・
品
も
督
i

i

ろ
人
「
;
|
ー
り
ー
勺
均
ー
(

(152 x 251mm) 
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追
啓
；

耕

牛

闘

掛

物

二

輻

右
者
空
昏
之
処
二
恐
佼
を
認

nI中
や
ら
ん
。
相
疑
候
へ
共
、
古

岡
軽
易
二
難
汚
、
別
紙
二
相
写
、
恥
度
鈴
之

一
絶
を
も
相
副
骰

中
候
。

、
耕

牛

昏

即
前
断
の
也
。

；

扇

子

―-i

一
、
糾

堪

竹

右
之
通
御
箱
二
簡
骰
申
候
。

萬

一
此
輻
中
二
恐
鈴
相
汚
次
第
二
も
御
座
候
ノ

、
何
時
も
可

被
差
述
候
。
御
憫
下
黄
方
五
行
、
頃
H
手
印
差
出
が
lItrl候
。
右

者
甚
御
郷
爪
之
骰
二
而
難
承
常
奉
存
候
。

註

l

『

A
記
』
八
月
八

n
の
項
に
↓
、
為

llm人
探
111
法
眼
耕
牛
図
：

道」
、
ま
た
同
卜

n
の
項
に

「
0
三
写
耕
牛
図
、

Hrn人
所
索
、

糾
幅
両
竹
扇
面
―
―
-
．

”
•

一
一両
」
と
あ
る
。

九

[草
場
侃
川
]

(145 x 250mm) 
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く
し
、
有
栖
川
流
を
創
始
す
る
。
正
徳
三
年
九
月
十
日
生
、
明
和
六
年

f
。
歌
道
は
父
遥
元
院
と
烏
丸
光
栄
と
に
教
え
を
受
く
。
ま
た
占
を
能

2

職
仁
親
王
。
歌
人
。
打
栖
川
宮
第
五
代
当

°
心皿元

達
文
庫
所
蔵

皇
第
卜
し

禁
夷
仙
洞
御
会
留

o
_人卜

か
ら
元
文
元
年
か
。

、
実
陰
と
も
に
出
席
し
て
い
る

（宮
城
県
立
図
占
館
伊

r太
の
御
所
で
行
わ
れ
た
ぶ
念
序
冴
座
」
が
あ

r

'ヽ
つ
も
互
i
'1

ー
鼻、ヽ

座
候
」
と
あ
る
、
六
月
卜
九
日
に
催
さ
れ
た
当
座
歌
会
に
は
元
文
元

Jl 

註
1

に
辞
し
て
い
る
。
そ
れ
以
後
没
年
ま
で
の
問
、
本
＂
口
簡
中
に

「
明
日
御

は
享
保
九
年
二
月
卜

i
日
に
権
大
納
』

•
•
3に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年

＝
一月
し
E
l

(178X518mm) 

武
者
lJ
路
前

『
公
卿
補
任
』
に
拠
れ
ば
、
宛
名
の
武
者
小
路
実
陰

（註
3
参
照
）

年
六
月
卜
九

n
に
桜
町

り
、
職
仁
親

十

職

仁

親

王

3
 

納．
q
-

日
殿

職
ィ 2

 

職
仁

弥
御
無
癸
候
哉
。

承
度
候
。
抑
明
日
御
当
座
候
。

御
参
候
哉
。

恐

詠
如
例
頼
入
候
。
今
日
家
法
楽

一
党
な
さ
れ
候
ハ

、

可
給
候
や
。

恐
之
頓
首

ハ
月
卜
八
日

年
十

一
月

H
生
、
元
文
三
年
九
月
三
十
H
没
、
ヒ
ト
八
歳
。

3

武
者
小
路
実
陰
。
歌
人
。
歌
道
は
這
元
院
に
教
え
を
受
く
。
窃
文
元

ト
月
ニ
ト
一
丘
I

没
、
五
ト
ヒ
歳
。
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夜
前
者
御
光
来
得
拝
語
大
脱
奉
存
候
。
今

n
ノ
弥
御
狼
罵
と
奉
存

候
。
御
約
束
之
押
給
出
来
仕
候
間
、
為
持

k
候
。
御
落
常
被
下
度

+
＿
岡
本
豊
彦

か
な
お
匁
燐
硯
」

―

ァ

ノ
ー T
い
l:、
B
九
し
ぎ
＼

か
~
イ
ハ
~
見

し

註
1

.1
ー

t
;
tかん
8

ゎ

‘Jft

り

怜

裔

；

’

候
。
別

二
堀
越
氏

・
大
平
氏

iI之
述
候
内
状
井
紙
包
甚
御
役
界
物

之
弔
待
宜
御
逹
し

nI被
下
候
。
福
澤
氏
御
帰
国
候
ハ
ヽ
、
御
庁

ニ

宜
敷
御
他
逹
奉
願
候
。
此
度
行
内
状
差
出
し
不
中
候
。
跡
よ
り
紙

ミ
l
l
J
得
毀
怠
、
何
巾
も
宜
御
含
奉
頼
候
。
天
気
も
定
り
候
哉

二，．

什
候
。
御
道
中
無
御
滞
御
帰
宅
奉
砧
候
。
恐
々
頓
竹

ハ
月
十
ヒ
日

ヒ
月
十

両
家
。
字
子
彦
、
浦
豊
彦。

通
称
可
馬
。
分
に
社
村
、
鯉
喬
、
澄
神

斎
な
ど
。
備
中
の
人
、
の
ち
京
都
住
。
円
山
応
平
門
の
月
沈
に
学
び
、

殊
に

111水
両
に
盛
名
が
あ

っ
た
。
安
氷
i

i

年
七
月
八

Fl
化
、
弘
化

日
没
、
し
十
―――
歳
。

尚
ミ
夜
前
は
い
ろ
／
＼
恭
奉
存
候
。

山
口
休
太
郎
様

ー

岡
本
股
彦

『

一
9
I
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詞
免
上
ぐ
9
令

わ
そ
；
ク
ー
§
K
‘

か．，

t詑
3
入
11

、
．
、
冷
‘
切
れ
り
＾
仇
も
長

ゥ

w
又
R
L
f
ら
1

;
J
f
i
k
 

ゎ
虐
i
'

ル
~
で

ー
＾
佑
此
i
鬼ト

？
ん
~
吹
L

m
'ー

鬱心
k
礼
吝
5
ゎ＂じト

佑

＇ーり
t
/
3
;`

況
；
人

t`を‘）

tl
り＇添↑{↑

：
グ
ご
喜

．
~

＼
 

(152 x 580mm) 

其
後
者
御
疎
悩
罷
過
候
媒
、
追

H
冷
気
相
ぃ
妙
候
得
共
、
華
堂
愈
御

梢
寮
奉
萬
祥
候
。
休
者
小

f
憐
、
其
御
地
滞
留
之
節
ハ
毎
廿
御
約

介

二
成
候
ハ
千
萬
恭
奉
多
謝
候
。
府
後
勿
、
、
御

C
状
差
出

llI巾
候

媒
、
久
々
留
上
故
、
忍
家
俗
川
多

二
而
、
乍
存
略
義
、
何
分
御
梅

恕

nI被
ド
候
。
扱
又
、
此
度
長
悩
侯
御
帰
城

二
付
其
御
地
御
通
行
、

右

二
付
南
湖
ど
人
之

f
息
南
沢

f
御
共

二
而
其
御
地
御
止
布
之
山
、

依
伐
兄
江
御
叫
被
申
度
山

二
御
附
候
。
御
迩
可
被
下
候
。
山
水
行

当
時
店
年
之
名
家

二
御
座
候
。
兼
而
御
呼
致
骰
候

二
付
御
叫
可
中

候
。
能
御
遇
會
可
被
成
候
。
五
山

・
天
民
、
其
外
諸
名
懇
邸
人

二

御
座
候
。

十
二
大
西
圭
斎

灼
＼
、
泊
り
ふ
刈
4

ー
ゾ

ー

＼

i
 

し

a
A判
}
,
I
ォ

》ど
4

仇

9
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2
 

註
l

歳。

〇
当
八
月
廿
日
帰
家
二
付
両
國
柳
橋
萬
八
楼
二
而
大
會
相
催
申
候
。

其
節
之
配
碑
差
上
申
候
。
御
一
笑
可
被
下
候
。
御
序
二
雲
嶺
子
へ

も
、
宜
被
仰
逹
可
被
下
候
、
奉
頼
候
。
此
段
可
得
貴
意
、
早
戸
如

此
御
座
候
。
乍
末
奄
御
貴
族
様
江
も
厚
被
仰
達
可
被
下
候
、

奉
願

候
。
期
書
勿
:
申
上
残
候
。
恐
棚
頓
首

九
月
十
三
日

大
塚
荷
渓
様几
下

尚
々
、
五
山
堂
当
年
之
詩
話
、
定
而
御
覧
被
成
候
。
都
下
今
秋

璽
会
日
々
御
座
候
。
又
盛
事

二
御
座
候
。
其
邊
御
風
流
承
知
仕

度
奉
存
候
。
猶
近
々
可
申
上
候
。
頓
首
不
備

増
山
正
寧
か
。
第
六
代
伊
勢
長
島
藩
主
。
号
雪
園
。
父
雪
斎
と
と
も

に
画
名
が
高
か
っ
た
。
天
明
五
年
十
月
一
日
生
、
天
保
十
――
一年
十
一

月

二
十
五
日
没
、
五
十
八
歳
（
『
増
山
系
譜
』
）
。

春
木
南
湖
。
長
島
藩
士
・
画
家
。
本
姓
は
結
城
、
名
鮨
、
字
子
魚
、

通
称
門
弥
。
別
号
幽
石
・
姻
霞
釣
斐
な
ど
。
江
戸
の
人
。
山
水
・
花
草

を
能
く
し
た
。
宝
暦
九
年
生
、
天
保
十
年
四
月
二
十
五
日
没
、
八
十
一 ，

 

大
西
圭
斎

戸
の
人
。
谷
文
屍
門
。

花
鳥
を
能
く
し
た
。

安
永
七
年
生
、
明
治
三
年
没
、
九
十
一
歳
。

『
五
山
堂
詩
話
』
巻
五

（
文
化
八
刊
）
に
「
小
不
朽
社
」
社
中
と
し
て
名
が
み
え
る
。
安
永
二

年
生
、
文
政
十
二
年
六
月
十
一
日
没
、
五
十
七
歳
（
『
廉
堂
日
暦
』

9

中
津
藩
士

・
画
家
。
名
允
、
字
叔
明
、
別
号
に

一
蓑
姻
客
な
ど
。
江

8

石
野
雲
嶺
。
漠
詩
人
。
名
世
夷

・
葬
、
字
希
之
。
駿
州
藤
枝
の
人
。

7
 
書
画
会
の
目
録
。

が
多
く
催
さ
れ
、
文
人
塵
客
で
賑
わ
っ
た
。

6

江
戸
柳
橋
に
あ
っ
た
万
屋
八
郎
兵
衛
の
貸
席
兼
料
理
茶
屋
。

書
画
会

一
歳。

梅
・
詩
聖
堂
な
ど
。
明
和
四
年
生
、
天
保
八
年
二
月
十
一
日
没
、
七
十

5

大
窪
詩
仏
。
漠
詩
人
。
名
行
、
天
民
は
字
、
通
称
柳
太
郎
。

別
号
痩

水
・
花
草
を
能
く
し
た
。
寛
政
八
年
生
、
明
治
十
一
年
十
二
月
十
二
日

没
、
八
十
四
歳。

夫
。
別
号
娯
庵
•
五
山
堂
。
明
和
六
年
生
、
嘉
永
二
年
六
月
―
―
十
七
H

没
、
八
十
一
歳
。

4

菊
池
五
山
。
漠
詩
人
。
高
松
藩
儒
。
名
桐
孫
、
字
無
絃
、
通
称
左
太

絹
。
通
称
卯
之
助
。
別
号
耕
雲
樵
な
ど
。
父
南
湖
の
画
法
を
襲
ぎ
、
山

3

春
木
南
演
。
長
島
藩
士

・
画
家
。
名
秀
煕
後
に
龍
、
字
敬

一
後
に
子
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t
fり
ほ
？
勾
ふ

3

t̀gtsltt

り々

ネ
；
品
が
{

0
3ふ
£
了
ゑ

¢
B̀公

「
天
保
八
年
丘
月
l

i

卜
四

u」
の
条
）。

10

画
家
。
名
正
弘
、
字
風
暁
。
駿
州
藤
技
の
人
。
画
を
父
亀
石
に
学
び
、

の
ち
匂
田
台
出
等
に
従
う
。
ま
た
撲
学
を
柴
野
栗
山
に
、
詩
を
菊
池
五

山
等
に
受
け
、
多
オ
を
以
て
叫
こ
え
た
。
そ
の
居
を
香
迪
山
坊
と
称
し
、

東
海
道
を
往
復
す
る
文
人
の
来
訪
も
多
か

っ
た
。
安
水
し
年
生
、
反
保

卜
五
年
二
月
十
七

H
没
、
六
卜
七
歳
。

11

『
五
山
堂
詩
品
』。

菊
池
丘
山
船
。
正
船
卜
を
は
文
化
四
年
か
ら
文
化

ト
三
年
、
同
補
遣
五
巻
は
文
政
元
年
か
ら
天
保
1

一年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
。

※
揖
斐
邸

「
五
山
堂
詩
詰
解
況
l

（新
日
本
古
典
文
学
大
系
65
『
H
本

井
史
丘
山
堂
詩
話
』
所
収
）

照
。

タ
i
'し
ば
¢
げ
ら
↓
‘

?
？
炉
ケ
令
り
‘I

≫
了
し
り

幻
~
け

~

9

;
$
！
怜

了
ふ
祁
ぃ

i
tふ

/
—

ー
る

i

な
み
忍
伐

耐ふ
i
k
か
U
名
わ
＞
0
ふ

9¢
今

tu
る
み

3
ふ

具
ぉ
A
孤
汗
炉

3
．内

t-
り
な
i
ふ
巾
吼

ネ
¥

3
自
り
傾

(161 x 1232mm) 
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冷

l
＼

↓
｛＂ー

咄
ぶ

i
Lー
＂

●
、
テ
ら
＆
広
が
ふ
な

“

}
う

~

了
し
お

f

→
~
了
ら
名

｀み

こ
翰
致
啓
上
候
。
然
者
御
同
苗
様
先
逹
而
よ
り
御
所
労
之
艇
、
御

板
投
御
協
不
被
成
、
御
長
逝
被
成
候
由
他
承
、
気
之
品
之
御
事
奉

存
候
。
占
回
堂
様
初
御
愁
陽
奉
察
候
。
時
候
寒
冷
二
趣
キ
中
候
問
、

御
居
喪
中
御
自
愛
専
要
之
御
事
二
御
座
候
。
右
御
悔
為
可
得
芳
艇
、

如
此
御
座
候
。
尚
期
嗣
音
之
時
候
。
不
具

九
月
四
日

渡
邊
市
郎
助
様

註
1

熊
本
藩
伯
。
名
鼎
助
、
字
公
錬
、
号
愛
日
斎
。
秋
山
玉
山
門
。
が
保

卜
六
年
二
月

i
H
生
、
究
政
十
年

一
月
二
十
二
日
没
、
六
卜
八
磁
゜

十

三

古

屋

鼎

ー

古
怪
鼎
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(157 x 278mm) 

口
御
安
泰
被
成
御
人
奉
賀
候
。
翁
来
ハ
中
訳
な
き
御
無
音
仕
候
。

恐
老
も
と
ふ
か
こ
ふ
か
取
っ
A
き
滞
綺
仕
居
候
。
辿
中
会
ハ

H
`

繁
昌
二
趣
き
大

二
よ
わ
り

rlI候
。
御
地
い
か
A
、
御
辿
中
皆
ミ
壮

健
と
奉
什
候
。
横
田

・
小
山
定
而
旅
行
な
る
へ
し
。
安
田
ハ
不
相

替
繁
川
な
る
へ
し
。
〇
伶
願
候
市
左
之
通
。
〇
朝
野
群
載
定
而
館

本
な
と
に
候
ハ
ん
敷
。
此
内
二
第
三
ノ
巻
遊
女
品
と
申

一
条
御
座

候
。
何
卒
乍
御
面
倒
、
其
．
条
は
か
り
を
御
仕
JI

抜
御
恵
ミ
被

F
候

8
 

様
奉
願
候
。
ち
と
無
拙
入
川
之
巾
御
座
候
。

0
巡
牧
寺
桧
坦
塔
ド

ノ
柱
石
ノ
四
角
の
所
、
ど
ち
ら
の
ガ
や
ら
に
巡
化
を
彫
た
る
跡
の

少
し
の
こ
り
て
あ
り
し
や
う
二
邸
巾
候
。
弥
あ
り
し
に
や
、
な
か

り
し
に
や
。
何
卒
i

寸
御
吟
味
可
被
下
候
。
〇
木
原
山
を
釦
西
八

郎
の
矢
を
射
こ
し
た
る
と
い
ふ
佃
説
あ
り
し
や
ら
ん
。
御
聞
及
も

御
座
候
や
。
右

一
寸
御
し
ら
せ
可
被
下
候
。
〇
去
年
来
被
述
候
も

。

の
、
つ
く
し
う
た
集
入
分
、
詠
依
皆
ミ
受
取
巾
候
。
拝
見
加
布
之

御
詠
芍
ハ
秤
ミ
返
上
仕
候
。
相
逹
し
候
哉
0

'

度
ハ
正
月
初
旬
に

賊
、
江
上
勘
右
衛
門
瓢
帽
と
中
も
の
に
相
頓
ミ
、
御
國
使
二

出
し
候
。
後
又
御
詠
信
百
首
敷
之
;冊
ハ
、

坂
の
も
の
兼
而
肥

十
四
中
島
広
足
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後
へ
往
来
い
た
し
候
而
、
古
町
岡
崎
惣
七
郎
方
へ
出
入
之
源
六
と

中
す
者
麟
麟
二
相
頼
ミ
候
。
是
又
相
逹
し
候
哉
。

0
此
節
紀
州
鮫

玉
集
四
編
上
木
出
来
仕
候
。
御
國
に
て
は
素
常
沢
山
入
候
。
此
事

き
か
て
黄
泉
に
お
も
ふ
き
し
こ
そ
残
念
な
れ
。
御
歌
麟
□

門
噂
iJ被

勿
論
入
置
候
。
次
に
伊
豆
足
も
二
三
首
入
、
高
瀬
文
平
も
三
四
首

入
居
候
。
此
人
ミ
ヘ
は
や
く
御
し
ら
せ
可
被
下
候
。
這
嗚
廷
囀
-

看
心
闘
冨
ハ
右
四
編
目
本
大
坂
壽
林
に
て
江
戸
も
京
も
い
つ
方

に
も
う
り
出
し
候
間
、
御
取
下
し
御
覧
可
被
成
候
。
三
条
目
橘
屋

二
御
申
付
に
て
も
可
然
候
。
猶
又
五
編
目
入
班
遣
し
度
候
。
彼
つ

く
し
う
た
の
御
詠
草
に
、
君
モ
ト
ヨ
リ
、
小
山
も
其
外
も
遣
し
可

申
候
。
木
原
連
へ
も
御
申
遣
し
可
被
下
候
。
猶
又
御
留
守
居
小
島

帰
り
に
ハ
瑣
浦
集
其
外
も
上
木
分
入
御
覧
可
申
候
。
餘
ハ
後
便
と

如
此
御
座
候
。
頓
首

20 

二

月

十

七

日

中

島

廣

足

長
瀬
武
室
様

尚
ミ
花
盛
も
雨
勝
に
て
候
ヘ
ハ
、
早
散
初
候
。
只
今
隠
便
中
い

と
し
つ
か
な
る
事
二
御
座
候
。
御
留
守
居
交
代
便
二
熊
本
製
に

ほ
ひ
な
し
の
び
ん
つ
け
、
少
し
た
ま
ハ
ら
ハ
難
有
か
ら
ん
。
長

崎
の
び
ん
つ
け
ハ
く
さ
れ
か
ら
い
も
の
に
ほ
ひ
に
て
よ
わ
り
申

6
 

5
 

4
 

3
 学

校
写
本
等
を
も
て
、
校
合
し
て
、
異
同
を
記
し
ぬ
。
」
と
あ
る
。

る
を
、
群
書
類
従
に
出
せ
る
此
記
と
、
伴
信
友
翁
の
写
本
、
又
、
肥
後

八
十
二
歳
。

漢
詩
文
。
―
―
―
十
巻
。
三
善
為
康
編
。
長
承
・
保
延
年
間
成
立
。
巻
第

―
―
一
文
箪
下
に
「
遊
女
記
」
を
載
す
。
広
足
著
『
遊
女
歌
抄
（
白
女
考
）
』

時
習
館
本
。

『
遊
女
歌
抄
』
の
引
用
の
末
尾
に
「
原
本
、
誤
字
多
か

に
こ
の
「
遊
女
記
」
を
引
く
。

真
幸
・
中
島
広
足
門
。
寛
政
十
年
生
、
明
治
十
二
年
七
月
十
九
日
没
、

候
。
女
の
註
文
の
様
な
れ
と
も
、
外
の
も
の
た
ま
ハ
ら
ん
よ
り

は
。
〇
御
詠
草
と
も
皆
ミ
返
上
相
演
‘
今
ハ
何
も
一
冊
も
一
葉

22 

も
無
御
座
候
。
桂
楓
一
冊
今
暫
留
置
度
此
儀
御
許
容
可
被
下
候
。

小
山
川
蔭
。
熊
本
藩
士
。
通
称
一
太
郎
・
多
乎
理
、
号
栗
屋
・
栗
園
・

聴
雨
等
。
長
瀬
真
幸
、
中
島
広
足
門
。
文
化
十
三
年
四
月
二
十
三
日
生
、

明
治
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日
没
、
八
十
一
歳
。

安
田
貞
方
。
熊
本
藩
士
。
通
称
市
助
、
号
養
素
堂
・
逸
洲
等
。
長
瀬

寛
政
二
年
生
、
弘
化
三
年
正
月
十
五
日
没
、
五
十
七
歳
。

2

横
田
巌
正
。
熊
本
藩
士
。
通
称
勘
左
衛
門
、
号
川
別
。
長
瀬
真
幸
門
。

註
1
前
欠
。
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12 
雖
有
誤
字
脱
漏
護
不
改
作
應
需
干
書
寓
之
且
中
島
君
膝
下

と
あ
る
（
岡
中
正
行
氏
御
教
示
）
。

浄
土
宗
西
山
派
の
寺
。
楢
垣
姻
伝
説
と
檜
垣
塔
で
知
ら
れ
、
檜
垣
寺

著
『
檜
垣
姻
家
集
補
註
』
に
檜
垣
塔
及
び
蓮
台
寺
周
辺
の
図
を
付
し
た

詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

―
つ
に
「
つ
く
し
う
た
全
三
冊
」
と
あ
る
。

長
瀬
武
宮
」

本
間
素
当
。
熊
本
藩
士
。
本
姓
樋
口
氏
、
通
称
忠
助
。

一
柳
千
古
・

十
二
年
一
月
、
第
五
編
は
弘
化
二
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
る
。

2
0
国
学
者
。
肥
後
藩
士
。
通
称
嘉
太
郎
、
名
春
臣
・
広
足
、
号
橿
園

1
9
註
1
1
.
1
2
よ
り
天
保
十
二
年
か
。

一
年
ー
嘉
永
七
年
刊
。
和
歌
山
総
田
屋
乎
右
衛
門
版
。
第
四
編
は
天
保

18 
修
武
堂
主
人
。
長
瀬
真
幸
門
。
文
化
十
二
年
生
、
度
応
四
年
七
月
十
六

よ
り
勤
め
る
。
文
政
二
年
生
、
明
治
三
年
六
月
没
、
五
十
二
歳
（
服
藤

弘
司
『
大
名
留
守
居
の
研
究
』
創
文
社
）
。

歌
集
。
二
巻
。
中
島
広
足
編
。
天
保
十
一
年
刊
。

11

類
題
和
歌
鰻
玉
集
。
歌
集
。
加
納
諸
平
編
。
七
編
十
四
冊
。
文
政
十

1
0
伝
存
未
詳
。
広
足
の
著
作
に
付
さ
れ
た
「
橿
園
大
人
著
述
目
録
」
の

17

小
嶋
安
雄
か
。
天
保
十
一
年
名
跡
相
続
。
長
崎
留
守
居
は
安
政
二
年

説
は
付
会
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

日
没
、
六
十
四
歳
。

『
橿
園
随
筆
』
で
こ
の
山
の
名
に
付
い
て
述
べ
、

「
射
こ
す
」
と
い
う

上
を
避
け
た
こ
と
か
ら
雁
廻
山
の
名
が
あ
る
（
肥
後
国
誌
）
。
広
足
は

16 

木
原
楯
臣
か
。
熊
本
藩
士
。
通
称
英
太
・
楯
太
、
名
真
足
、
号
藤
園
・

征
伐
の
際
に
城
を
築
い
て
居
り
、
飛
雁
を
矢
で
射
落
と
す
故
に
雁
が
峯

代
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。
天
保
三
年
に
五
十
一
歳
。

9

熊
本
県
宇
土
市
と
下
益
城
郡
の
境
の
山
。
鎮
西
八
郎
源
為
朝
が
九
州

と
あ
り
、
熊
本
大
学
図
書
館
永
青
文
庫
『
町
在
』
に
河
江
手
永
会
所
下

と
も
称
さ
れ
る
。
現
在
、
熊
本
市
蓮
台
寺
町
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
広
足

8
 へ

の
遊
女
の
事
』
に
「
遊
女
記
」
の
書
写
が
あ
り
、
末
尾
に

「右
記
文

7

長
崎
県
立
図
書
館
諏
訪
神
社
文
庫
『
檜
垣
姻
家
集
補
註
附
録
い
に
し

15 

『
峻
玉
集
作
者
姓
名
目
録
』
に
「
正
澄

肥
後
益
城
郡
岩
崎
淳
平
」

中
島
広
足
門
。
万
延
元
六
月
十
四
日
没
。

14

高
瀬
隆
輝
。
熊
本
藩
士
。
別
名
美
奈
和
。
文
平
は
通
称
。
長
瀬
真
幸
、

長
瀬
真
幸
門
。
天
明
六
年
十
一
月
一
日
生
、
天
保
十
二
年
正
月
八
日
没
、

五
十
六
歳
。

七
十
三
歳
。

弓
八
。
長
瀬
真
幸
門
。
天
明
七
年
生
、
安
政
六
年
四
月
二
十
七
日
没
、

1
3
和
田
巌
足
。
熊
本
藩
士
。
通
称
震
次
郎
・
真
震
、
号
釣
龍
翁
・
弓
削
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吃
"If
は
文
政
八
年
の
亮
融
序
、
同
九
年
の
五
山
序
を
備
え
る
。
必
融
序
に

遺
稿
』

（文
政
八
年
序

fllヽ

↓
巻

ね
る

「甜
堂
俯
亮
融
」
で
あ
ろ
う
。
冊
）
の
編
輯
者
と
し
て
五

111
と
名
を
述

「
甜
如
」

と
を
記
し
て
、
そ
の
欠
を
補
う
こ
と
と
し
た
い
。

「
菜
化
」

無
染
」
等
に
関
し
て
、
ー
ら
tt1
簡
中
の
行

に
拠
っ
て
そ
の
人

物
関
係
を
岱
測
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
後
知
り
得
た
こ

（甜
堂
）
は
、
ポ
堂
m1
筒
の
文
面
か
ら
、
菊
池
社
山
入
門
の
た

め
の
束
脩
を
消
常
に
芍
ね
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
う
し
た
五

111
と
の

関
係
力
ら
見
て
、
東
叙
山
寛
水
寺
投
紆
院
住
持
浄
海
の
遺
稿
詩
北

『
五
楽
斎

は
、
浄
面
の
示
寂
後
、
必
融
が
浄
海
の
討
稿
を
五
山
に
示
し
て
遺
稿
果
の
頃

輯
を
持
ち
か
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
立
経
綽
を
窺
い
得
る
。

前
号
掲

の
中
片
濱
堂
F
り
簡
の
冒
頭
の
解
説
で
は
、
宛
名
で
あ
る

「節
如
」

●
前
号

（中
井
董
堂

〔礎
稿
作
製
行
〕

平
敏
文
・

康
志
野
•

関
愕
押
子
・

園
田
戦
・

翡
揺
n
口
彦
・

中
野
1
一敏
・

中
村

忠
・

盛
田
帝
f

•

安
水
又
忠
•

吉
原
炸
恵

簡
）
解
説
補
遺

飯
介
汗

-

•

井
K

敏
ャ
平・
大
庭
巾
也
・

樫
汗
虻
子
．

勝
又
店
・

角
片
森
・

川
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信
号
箕
谷
。
皆
余
生
平
添
ユ
方
外
ノ
交
↓
。

激
雅
頗
尽
詮
沃
致
噂

「
菜
花
」
は
恐
ら
く
亮
融
の
庵
号
の
類
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
「
五
楽
斎
浄
海
上
人
字
法
帆
者
、
我
同
法
門
侶
也
。
（
中
略
）
常
住
東

台
蓑
寿
院
。
既
而
退
院
、
放
浪
山
水
途
二
十
年
、
再
帰
東
台
。
与
余
交
益
厚
」

と
の
言
か
ら
、
亮
融
も
浄
海
と
同
様
寛
永
寺
に
関
係
す
る
僧
侶
か
と
見
て
同

寺
関
係
の
資
料
を
検
し
た
と
こ
ろ
、

思
料
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
主
僧
記
』

（
内
閣
文
庫
蔵
、
写
本
二
巻
二
冊
）
に
、
春
性
院
第
十
九
世
住
持
と
し
て
亮

融
の
名
を
索
め
得
た
。
ま
た
『
遺
稿
』
に
は
、
亮
融
と
の
唱
和
詩
が
多
数
録

さ
れ
る
な
か
「
正
月
廿
八
日
、
菜
花
楼
盾
梅
」
と
題
す
る
七
絶
が
見
え
る
。

亮
融
が
五
山
と
と
も
に
『
遺
稿
』
の
編
輯
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
即
ち
、

亮
融
が
文
政
八
年
頃
に
は
既
に
五
山
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
を
語
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
そ
の
証
左
と
し
て
は
、
五
山
が
『
遺
稿
』
に
序
を
寄
せ
た
文
政
九

年
刊
行
の
『
五
山
堂
詩
話
補
遺
』
巻
三
に
「
東
台
ノ
詩
僧
近
来
、
以
＿
一
浄
海
字
ハ

法
帆
↓
為
二
矧
楚
↓
。
法
帆
住
二
持
ス
蓑
寿
言
閑
退
之
後
、
吟
味
自
楽
ム
。
源
逸

（
後
略
）
」
と
浄
海
の
詩
篇
数
首
を
抄
録
し
、
そ
の
次

の
條
に
は
「
同
社
一
時
傑
出
ノ
者
、
亮
融
号
詮
叩
堂
↓
、
亮
長
号
玉
怠
斡
↓
‘
孝

（
後
略
）
」
と
亮
融
を
紹
介
し
て
お

り
、
こ
の
頃
に
は
そ
の
詩
オ
を
相
当
に
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が

ま
た
「
無
染
」
に
関
し
て
は
、
菫
堂
書
簡
か
ら
亮
融
周
辺
に
在
っ
た
人
物

す
る
。

史

大

庭

卓

也

文
政
五
年
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
6
5
『
日
本
詩

各
々
、
川
合
春
川
、
崖
南
嬌
。
共
に
和
歌
山
藩
儒
゜

介
コ
南
縞
玉
竺
而
来
見
ル
0

後
略
）
」
と
の
記
述
を
得
る
。
春
川
、
南
嬌
は

と
思
し
い
が
、
先
の
『
歴
代
主
僧
記
』
に
そ
の
名
は
見
え
な
い
。
但
し
『
補

遺
』
巻
二
に
「
甲
斐
ノ
僧
無
染
、
名
ハ
梃
、
字
ハ
東
鶴
、
号
立
松
麿
唸
住
5

其
国

萩
原
ノ
法
正
寺
言
往
歳
遊
一
一
南
紀
＼
入
一
一
春
川
、
南
嬌
之
社
一
。
戊
寅
ノ
夏
、

『
詩
話
補
遺
』
巻
二
は

五
山
堂
詩
話
』
所
収
、
揖
斐
高
「
五
山
堂
詩
話
解
説
」
）
、
文
中
の

「
戊
寅
」
は
恐
ら
く
文
政
元
年
、
こ
の
年
に
南
嬌
を
通
じ
て
五
山
と
会
語
し

た
と
言
う
。
以
上
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
若
干
の
資
料
を
提
示
し
て
補
遺
と
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